
神岡地域福島地区の菜の花畑

初
夏
の
便

た

よ

り
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vol.148広

報
だ
い
せ
ん

び よ      りおおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち
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明かりを消して
希望を灯そう

東日本大震災の影響で電力供給力は大幅に低下しています
なおかつ、十分な供給能力の回復は直ちに見込めない状況
現在は、みなさんの節電のご協力により電力の需給バランスが改善
各地域を輪番で停電させる「計画停電」は実施されていない状況です
しかし、これから夏を迎え、電力需給状況が厳しくなると予想されます
引き続き最大限の節電に取り組み、国が示した各家庭での15％節電を
達成できるよう、ご理解とご協力をお願いします
節電は、私たちが被災地復旧支援として取り組める行動の一つ
市民、事業者、市が一丸となって取り組みましょう
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今
の
ま
ま
で
は
電
力
不
足

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
東
北
電
力
管

内
の
電
力
供
給
力
と
電
力
需
要
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　

東
北
電
力
で
は
更
な
る
電

力
の
供
給
力
確
保
策
を
検
討

中
で
す
が
、
現
在
の
供
給
力
は

１
２
３
０
万
㌔
㍗
（
点
線
）。今
年

の
夏
の
時
間
ご
と
の
電
力
需
要
は

波
形
を
描
い
て
い
る
実
線
の
よ
う

に
な
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
の
場
合
に

は
、最
大
で
１
４
８
０
万
㌔
㍗
の
需

要
が
想
定
さ
れ
、供
給
力
を
超
え
る

午
前
９
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

斜
線
部
分
の
時
間
帯
が
、
供
給
力

不
足
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
方
法
で
対
応

　

夏
期
平
日
の
午
前
９
時
ご
ろ
か

ら
電
力
需
要
は
高
ま
り
、
午
後
８

時
ご
ろ
ま
で
電
力
供
給
力
不
足
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
回
避
す
る

た
め
に
は「
節
電
」お
よ
び
平
日
の

日
中
以
外
へ
電
力
使
用
を
移
行
す

る「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
」が
必
要
で
す
。

【
節
電
】

　
「
安
全
上
支
障
の
な
い
範
囲
で

消
灯
す
る
」「
冷
蔵
庫
の
庫
内
温
度

設
定
を
強
か
ら
中
に
変
え
る
」「
エ

ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
28
度
に
設

定
す
る
」「
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ

ア
コ
ン
を
止
め
て
扇
風
機
を
使
う
」

―
な
ど
電
気
使
用
量
を
少
な
く
し

て
電
気
需
要
を
減
ら
し
ま
す
。

【
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
】

　
「
タ
イ
マ
ー
を
利
用
し
て
洗
濯

機
な
ど
は
早
朝
運
転
」「
朝
の
掃
除
」

「
ド
ラ
イ
ヤ
ー
使
用
は
午
後
８
時

以
降
」—

な
ど
電
気
需
要
が
高
ま

る
昼
間
の
電
気
使
用
を
早
朝
や
夜

間
帯
に
シ
フ
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に「
節
電
」で
電
気
需

要
の
「
山
」
を
全
体
的
に
小
さ
く

し
、「
ピ
ー
ク
シ
フ
ト
」で
需
要
の

「
山
」を
削
り
、
需
要
の
低
い
夜
間

の
「
谷
」
を
埋
め
ま
す
。電
力
需
要

の
高
低
差
を
圧
縮
し
て
平
ら
に
近

づ
け
る
こ
と
で
、
最
大
電
力
需
要

を
低
く
抑
制
で
き
ま
す
。

市
役
所
で
は
20
％
削
減

　

節
電
の
取
組
期
間
は
、
冷
房
に

よ
る
電
力
需
要
が
増
加
す
る
期
間

の
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
。

国
の
対
応
方
針
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
15
％
の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
実

施
、窓
側
蛍
光
灯
の
取
り
外
し
、ノ

ー
残
業
デ
ー
の
徹
底
、
Ｏ
Ａ
機
器

の
省
電
力
使
用
を
徹
底
す
る
な

ど
、
率
先
行
動
と
し
て
20
％
以
上

の
節
電
に
取
り
組
み
ま
す
。

支
障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で

　

市
民
、事
業
者
、市
が
一
丸
と
な

っ
て
可
能
な
限
り
節
電
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
空
調
温
度
の
上
げ
過

ぎ
に
よ
る
熱
中
症
や
食
中
毒
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
支

障
を
き
た
さ
な
い
範
囲
で
節
電
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「節電」と「ピークシフト」で電力需要を抑制

※冷房による電力需要が増加する期間（エアコンの使用が見込まれる期間）の取り組みです。
※体調管理に注意しながら、安全安心を最優先に無理のない範囲でご協力ください。

6/ 1 水  9/ 30 金取 組 期 間

６時 ９時 15時 20時

ピーク想定需要　1,480万kW（猛暑の場合）

供給  1,230万kW
（更なる供給力確保対策を検討中）

❶❷
❸

❶ 「冷房設定温度を上げる」「消灯」「冷蔵庫の庫内
温度の設定変更」などによる節電
❷ 洗濯機や食洗器などの運転をタイマーで早朝運転
❸ ドライヤーは20時以降に使用

▶ 電力供給力と想定電力需要

機器等 取り組み事例

エアコン 使用する場合は28℃を目安として、
設定温度を２℃上げる
無理のない範囲でエアコンを止め、
扇風機を使用
カーテンやすだれなどで窓からの
日差しを和らげ、消費電力を下げる

冷蔵庫 庫内温度設定を「強」から「中」に変更
扉を開ける時間をできるだけ減らす
食品を詰め込まない

照明 日中は消灯し、夜間も照明を減らす

テレビ 省エネモードに設定、画面輝度を下
げ、必要時以外は消す

温水洗浄
便座

便座保温・温水のオフ機能、タイマー
節電機能を活用

ジャー炊
飯器

早朝にタイマー機能で１日分をま
とめて炊飯し、冷蔵庫に保存

待機電力 リモコン電源ではなく、本体の主電
源を切る
長時間使用しない機器は、コンセン
トからプラグを抜く

その他 消費電力の大きい電気製品は、特に
午前11時から午後３時を避けて使
用

▶家庭で取り組める
節電対策メニュー

▶ 今後の広報紙等で目標達成メニューを分
かりやすくお知らせします。
▶ 市では家庭用LED照明補助事業や住宅リ
フォーム助成制度において太陽光発電シ
ステムの導入を推進しています。

【問い合わせ】
環境交通安全課
☎0187（63）1111　内線277
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都
府
県
の
枠
を
超
え
た
作
業

　

３
月
27
日
に
花
巻
市
に
集
結
し
た
サ
イ

テ
ク
ト
、
富
樫
清
掃
、
佐
々
木
興
業
の
市
内

し
尿
収
集
業
者
３
社
は
、
県
内
の
同
業
者
と

合
流
し
秋
田
県
チ
ー
ム
を
編
成
。花
巻
市
を

宿
泊
地
に
山
形
県
チ
ー
ム
と
協
力
し
て
、
大

船
渡
市
と
陸
前
高
田
市
で
の
し
尿
の
く
み

取
り
作
業
な
ど
を
無
償
で
行
っ
た
。

　

環
境
省
災
害
廃
棄
物
対
策
特
別
本
部
が
、

し
尿
収
集
業
者
ら
で
組
織
す
る
全
国
環
境

整
備
事
業
協
同
組
合
連
合
会
に
協
力
を
依

頼
。連
合
会
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
県
内
の

組
合
企
業
が
現
地
に
赴
い
た
。

　

未み

曾ぞ

有う

の
災
害
が
被
災
地
の
処
理
施
設

に
打
撃
を
与
え
、
従
事
者
の
確
保
も
困
難
で

県
外
業
者
に
支
援
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
い

非
常
事
態
。３
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
岐
阜
、

京
都
、三
重
、兵
庫
の
西
日
本
の
業
者
が
作
業

し
た
が
、
そ
れ
で
も
不
十
分
と
い
う
こ
と
で

秋
田
と
山
形
が
引
き
続
き
作
業
を
行
っ
た
。

午
前
５
時
起
床
の
毎
日

　

宿
泊
地
か
ら
作
業
現
場
ま
で
片
道
87
㌔
。

毎
日
午
前
５
時
起
床
で
、
朝
食
後
に
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
。７
時
に
は
現
場
に
向
か
い
、
夕
方

ま
で
の
作
業
を
こ
な
し
た
。作
業
地
域
の
し

尿
収
集
や
処
理
は
気
仙
広
域
清
掃
と
い
う

業
者
が
行
っ
て
い
た
が
、
津
波
で
被
災
。所

有
す
る
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
19
台
中
17
台
が

流
失
。広
大
な
処
理
場
に
も
海
水
や
が
れ
き

が
流
れ
込
み
、
そ
れ
ら
を
く
み
出
し
、
別
の

処
理
場
に
移
送
し
な
け
れ
ば
機
能
し
な
い

状
況
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
汚
泥
を
移
送
で
き
る
処
理
場
は

３
カ
所
。し
か
し
、
も
っ
と
も
近
い
奥
州
市

胆
江
の
処
理
場
ま
で
片
道
70
㌔
、
北
上
市
で

82
㌔
、
盛
岡
市
都
南
が
１
０
５
㌔
。い
ず
れ

も
遠
く
、
汚
泥
を
満
載
し
た
４
㌧
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
で
の
ピ
ス
ト
ン
輸
送
は
、
回
数
を
重

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。ま
た
、
日
ご

ろ
か
ら
運
転
に
慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
初

め
て
走
る
道
。慎
重
か
つ
迅
速
に
走
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、心
労
も
募
っ
た
。

　

一
方
、
被
災
地
住
宅
で
の
く
み
取
り
は
、

が
れ
き
の
中
で
の
作
業
。車
を
近
く
ま
で
寄

せ
ら
れ
な
い
。１
０
０
㍍
の
ホ
ー
ス
を
目
一

杯
伸
ば
し
て
作
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

ち
ら
も
困
難
を
極
め
た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
無
限
大

　

今
回
参
加
し
た
富
樫
清
掃
の
冨
樫
晴
紀

さ
ん
は
、
県
の
環
境
整
備
事
業
協
同
組
合
の

青
年
部
長
。秋
田
県
チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て

現
場
で
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
た
。晴
紀
さ

ん
は
震
災
直
後
、
こ
の
よ
う
な
支
援
の
必
要

性
を
予
見
。震
災
翌
日
に
は
三
重
県
の
青
年

部
長
か
ら
携
帯
電
話
に
連
絡
が
あ
り
、「
東

北
は
地
元
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
」
と
い
う

指
示
だ
っ
た
が
、
要
請
に
い
つ
で
も
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
弟
の
雅
紀
さ
ん
に
協
力
を
伝
え

た
。雅
紀
さ
ん
は
、「
や
る
気
は
十
分
で
し
た

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
ど
の
よ
う
な

作
業
を
す
る
の
か
も
見
当
も
つ
か
な
い
状

態
。い
ろ
い
ろ
想
定
し
、
必
要
物
資
を
集
め

ま
し
た
。被
災
地
の
衛
生
面
改
善
の
た
め
与

え
ら
れ
た
使
命
を
全
う
し
、
明
る
く
笑
顔
で

被
災
地
に
元
気
を
届
け
ら
れ
た
ら
と
の
思

い
で
し
た
が
、
悲
惨
な
状
況
の
中
で
歯
を
食

い
し
ば
り
、
努
め
て
明
る
く
元
気
に
仕
事
す

る
被
災
者
の
姿
か
ら
、
逆
に
力
を
も
ら
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
」と
振
り
返
る
。

　

今
回
の
支
援
は
業
界
が
一
体
と
な
り
支

援
に
取
り
組
み
、
短
期
間
で
多
大
な
成
果
が

得
ら
れ
た
と
し
て
、
被
災
地
か
ら
高
い
評
価

と
感
謝
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。し
か
し
、

晴
紀
さ
ん
は
「
く
み
取
り
の
プ
ロ
と
し
て
作

業
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
人
間
と
し

て
、
そ
し
て
一
個
人
と
し
て
支
援
で
き
る
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で
は
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。後
ろ
髪
を
引
か
れ

る
思
い
で
現
地
を
離
れ
ま
し
た
」
と
複
雑
な

心
境
を
話
す
。

　
「
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
向
か
い
な
が
ら
、被

災
地
で
の
支
援
内
容
は
変
化
し
て
い
ま
す
。

被
災
地
は
私
た
ち
の
力
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
無
限
に
あ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
」
と
長
い
ス
パ
ン
で
の
支
援

の
必
要
性
を
晴
紀
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。

A  Hot  Stock

今号の 注 目 株

東日本大震災の被災地でトイレの衛生環境
を守るため、市内し尿収集業者３社が無償
で３月27日から４月３日まで、被害の大き
かった大船渡市と陸前高田市のし尿くみ取
り作業などにあたり、被災地から感謝され
ている。

被
災
地
の
衛
生
環
境
改
善
に
市
内
３
業
者
が
無
償
で
支
援

サ
イ
テ
ク
ト
（
大
曲
）、
富
樫
清
掃
（
大
曲
）、
佐
々
木
興
業
（
西
仙
北
）

市内し尿収集業者
サイテクト、富樫清掃、佐々木興業

支援活動を行った３業者の６人。左から富樫清掃の冨樫晴紀さん、
冨樫雅紀さん、サイテクトの齊藤大樹さん、伊藤信秀さん、佐々木
興業の佐藤裕一さん、豊島雄大さん

【写真左から】
汚泥移送のため
処理場に待機す
るバキュームカー
がれきに覆われ
た作業現場
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広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒 014-8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 あ て 先

活性炭とイオン水を使用し、無農薬栽培したヨモギの微粉末

レプ ゼ トン
読者

̶ お便り送って商品ゲット ̶
締め切り日

平成 23 年 6 月号   第 148 号

6月 30日（消印有効）
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２年連続 全コン一枚写真の部で入選
「まちの主役であるみなさんのおかげです」

　（社）日本広報協会主催の平
成23年全国広報コンクールで、
22年８月１日発行の「だいせん
日和８月号」の表紙写真が、一
枚写真の部で入賞しました。
　入賞作品は、水遊びをする南
外保育園児の笑顔を撮影した
もの。審査員からは「子どもた
ちと一緒に遊び、取材したから

こそ撮影できた写真。背景をぼかし主役を引き立て、
表紙写真の大きなポイントになった。文字の色づか
い、配置もうまい」という評価をいただきました。
　全国コンクールで通算５回目、一枚写真では２年
連続の入賞。まちの主役であるみなさんのおかげであ
り、関わるすべての方々に感謝したいと思います。
　今回の受賞を励みに、まちや市民のみなさんを愛
する気持ちを忘れず、さらなる向上心を持ち、まちの
応援団としての広報紙を目指します。

15%節電に取り組もう
明かりを消して  希望を灯そう
「節電」と「ピークシフト」で電力需要を抑制

002

がんばろう東北
市民ボランティアに聞く
大曲中学校生徒会が被災地訪問

006

市役所からのお知らせ
森林ボランティア募集、神岡・西仙北・南外各地
域の統合学校の新たな校名決定、県営農維持緊
急支援資金融通措置制度、市農業委員一般選挙

008

健康の達人
医療法人慧眞会 協和病院　
善本正樹副院長「震災後の心のケアについて」

016

健康通信
６月の健診（検診）日程、食生活改善推進員養
成講座、日本脳炎予防接種

017

特別栽培ヨモギ 100％微粉末「蓬
よもぎ

生
う

の里」

【問い合わせ】
ナチュラルファームサカモト
豊岡字二本木51　　☎・℻ 0187-57-2983

活性炭とイオン水を使用してヨモギと米を栽培している
ナチュラルファームサカモト（坂本高利代表取締役）の携

帯できるヨモギの微粉末「蓬生の里」（13㌘・1,300円）を３人の
方にプレゼントします。
　古くから食され、健康に良いとされるヨモギ。蓬生の里は、
農薬や化学肥料を一切使わず、特別栽培で育てたヨモギの厳
選した若い部分だけを摘み取り、天然の木灰でゆでて灰汁を
抜き、乾燥し微粉末状にした逸品。
　「お茶やお菓子作り、料理の食材など、楽しみ方もいろいろ
です」。野草としての生命力を持ち、奥羽山脈のふもと、中仙
地域の土作りにこだわった畑で育てられたヨモギをご賞味
ください。

平成23年度市民会館自主事業
多彩なイベントで来場をお待ちしています

012

【今号の表紙】

繊維の固いヨモギ
を独自製法で粉末
にした「蓬生の里」

神岡地域のシンボル
嶽山と青空に見事調和
し、菜の花がきれいに
咲いていました。
ハチも蜜を集めにやっ
て来ます。



6

が
ん
ば
ろ
う

東
北

被災地のために、私たちが今できること

災
害
対
応
策
の
習
得
を

　

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
な
ん

ら
か
の
具
体
的
な
関
わ
り
を
も
ち

た
い
と
考
え
て
い
た
。だ
い
せ
ん

応
援
ハ
ウ
ス
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
体
制
を
整
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

同
じ
よ
う
な
志
を
も
ち
な
が
ら
、

具
体
的
な
行
動
を
な
し
得
な
い
人

に
と
っ
て
も
、
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
だ
と
思
う
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
地

の
必
要
性
に
応
じ
て
行
う
も
の
で

あ
る
以
上
、
現
地
の
要
請
に
基
づ

い
て
活
動
す
る
と
い
う
現
行
シ
ス

テ
ム
が
ベ
ス
ト
。活
動
内
容
も
適

当
だ
と
思
う
。

　

市
と
し
て
、
今
回
の
経
験
を
整

理
し
、こ
れ
を
機
会
に
避
難
所
等
の

運
営
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
、関
係

機
関
連
携
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

支
援
の
継
続
が
必
要

　

隣
県
で
こ
ん
な
に
も
被
害
が
違

う
の
か
と
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
を
見

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。「
被
災

地
の
た
め
に
直
接
何
か
し
た
い
」。

そ
ん
な
と
き
目
に
し
た
、
だ
い
せ

ん
応
援
ハ
ウ
ス
の
記
事
。初
め
て

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
活
動

に
集
中
し
や
す
い
体
制
を
市
が
整

え
て
く
れ
た
こ
と
に
感
動
し
た
。

　

自
分
の
目
で
見
た
被
災
地
の
光

景
。嘘
だ
と
思
う
ほ
ど
悲
惨
だ
っ

た
。そ
ん
な
中
、
参
加
し
た
全
員
が

「
被
災
地
の
た
め
に
」と
、思
い
を
一

つ
に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し
た
。

　

被
害
を
共
有
し
、
思
い
や
り
を

も
っ
て
被
災
者
の
方
々
の
心
に

寄
り
添
う
こ
と
、
支
援
活
動
の
継

続
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。得
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
今
回
の
経

験
。そ
れ
を
生
か
し
、今
後
も
被
災

地
の
支
援
に
関
わ
り
た
い
。

がんばろう東北
被災地のために、私たちが今できること

「大切なのは被災者の心に寄り添うこと」
市民ボランティアとして参加、思いを一つに支援活動を行う

「だいせん応援ハウス」を拠点とした市民による災害ボランティア活動
も終盤、残り２週間あまりとなった。被災地で活動した市民に、参加
のきっかけや活動をとおして感じたことを聞いた。

「子どもたちに元気を」‒ 漫画原作者の日下秀憲さんが漫画と色紙を寄贈 –
　漫画原作者の日下秀憲さん（代表作「ポケットモンスター SPECIAL」）から５月 13 日、
教育委員会へ東日本大震災で被災した子どもたちへの応援メッセージが添えら
れた漫画「ポケットモンスター SPECIAL」22 冊、キャラクターのイラストと自
身のサイン入り色紙が贈られました。
　「大変な思いをしている子どもたちが自分の作品で元気になってくれれば。子
どもたちを励ましたい」と日下さん。漫画は、被災地から大仙市へ避難されて
いる小・中学生に学校を通じて届けられ、色紙は大曲図書館に展示されています。

寄贈された色紙とメッセージ
が添えられた漫画
色紙には「なぐさめと はげまし
がありますように」と一言

石井真子さん
市民ボランティア
の第11次隊として、
５月19日から22日
まで大槌町で活動
津波の被害を受け
た保育園の清掃作
業を行った

加藤清美さん
市民ボランティア
の第８次隊として
５月10日から13日
まで大槌町で活動
津波の被害を受け
た家屋の泥出しや、
がれきの撤去など
を行った
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が
ん
ば
ろ
う

東
北

被災地のために、私たちが今できること

同
じ
校
舎
に
２
つ
の
中
学

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
再
開

が
遅
れ
て
い
た
被
災
地
の
学
校
で

も
、
４
月
後
半
か
ら
新
学
期
が
始

ま
っ
て
い
る
。校
舎
が
津
波
被
害

に
遭
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
、
近
隣

校
の
校
舎
を「
間
借
り
」す
る
形
で

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
学
校
も
あ

る
。目
の
前
約
１
０
０
㍍
に
大
船

渡
湾
が
広
が
る
大
船
渡
市
立
赤
崎

中
学
校
も
、そ
の
一
つ
。

　

校
舎
２
階
天
井
付
近
ま
で
達
し

た
、
が
れ
き
混
じ
り
の
真
っ
黒
な

津
波
は
校
舎
を
無
惨
な
姿
に
変
え

た
。同
校
の
新
学
期
は
、湾
を
隔
て

て
直
線
２
㌔
の
高
台
に
あ
る
、
３

階
建
て
の
大
船
渡
中
学
校
の
３
階

部
分
を
借
り
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

職
員
室
や
教
室
は
中
学
校
ご
と

に
割
り
当
て
ら
れ
、
昇
降
口
や
階

段
は
別
々
に
使
用
、
中
庭
や
図
書

室
は
曜
日
で
分
け
て
使
用
し
て
い

る
。体
育
館
は
避
難
所
に
な
り
、校

庭
で
は
仮
設
住
宅
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

被
災
地
に
耳
を
傾
け
る

　

市
が
災
害
時
に
相
互
に
援
助
す

る
協
定
を
結
び
、
定
期
的
に
支
援

物
資
を
配
送
し
て
い
る
大
船
渡
市
。

そ
れ
が
縁
で
つ
な
が
り
を
も
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、約
束
時
間
の
午
後

１
時
に
学
校
に
到
着
。校
長
室
に
通

さ
れ
、
赤
崎
中
の
生
徒
会
役
員
と

対
面
。大
曲
中
生
徒
会
長
の
後
藤

秀
太
さ
ん
が
、自
分
た
ち
の
思
い
を

し
た
た
め
た
手
紙
を
赤
崎
中
生
徒

会
長
の
崎
山
千
尋
さ
ん
に
手
渡
し

て
、現
在
の
生
活
の
状
況
や
困
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
に
耳
を
傾
け
た
。

　

赤
崎
中
か
ら
は
「
今
は
落
ち
着

い
て
い
る
」「
文
房
具
や
部
活
動

の
道
具
は
そ
ろ
っ
て
い
る
」「
自

転
車
通
学
で
使
用
す
る
ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
足
り
な
い
」「
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
利
用
し
て
の
登
校
」「
体
育

館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
ず

体
育
の
授
業
や
部
活
動
が
大
き
な

制
約
を
受
け
て
い
る
」
な
ど
生
活

状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。昼

休
み
を
利
用
し
た
約
30
分
の
貴
重

な
話
し
合
い
の
中
で
、
今
後
の
支

援
の
ヒ
ン
ト
を
手
に
入
れ
た
。

被
災
地
の
今
を
伝
え
た
い

　

子
ど
も
た
ち
は
中
学
校
訪
問
以

外
に
も
、
が
れ
き
に
覆
わ
れ
廃
墟

と
化
し
た
街
、避
難
所
で
の
生
活
、

市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
拠
点
施

設
の
見
学
な
ど
、
被
災
地
の
現
状

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
「
被
災
者
の
方
々
が
明
る
く
元

気
そ
う
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
」
と

後
藤
生
徒
会
長
。学
校
に
戻
り
、早

速
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
集

め
、赤
崎
中
に
送
っ
た
。

　

今
ま
で
の
支
援
の
輪
が
広
が
り

実
現
し
た
、
中
学
生
同
士
の
つ
な

が
り
。「
自
分
の
目
で
確
か
め
た

被
災
地
の
状
況
や
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
、
市
内
中
学
校
の
代
表
が
集

ま
る
中
学
生
サ
ミ
ッ
ト
で
伝
え
、

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
模
索
し

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、必
要

と
し
て
い
る
も
の
を
自
分
の
手
で

ぜ
ひ
届
け
た
い
」
と
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
。

大
曲
中
学
校
生
徒
会
役
員
３
人
が
５
月
12
日
、
津
波
で
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
大
船
渡
市
立
赤
崎
中
学
校
を
訪
れ
た
。

「
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
」
を
探
す
目
的
で
の
被
災
地

視
察
。
子
ど
も
た
ち
は
被
災
地
に
耳
を
傾
け
、要
望
が
あ
っ

た
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
集
め
、
被
災
地
に
送
っ
た
。

「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
集
め
、
送
る
」

大
曲
中
生
徒
会
が
被
災
地
を
訪
れ
、
現
地
の
要
望
に
耳
を
傾
け
る

被災地を訪問した大曲中学校生徒会役員の
後藤秀太生徒会長（上写真中）、高野健副会長
（上写真右）、白土夏菜副会長は、大船渡市の
避難所「リアスホール」や市のボランティ
ア拠点施設も見学 後藤秀太生徒会長から津波被害を

受けた赤崎中の崎山生徒会長（左写
真中）へ手紙を渡す
校舎は壊滅的状況
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平
成
24
年
４
月
に
統
合
し
誕

生
す
る
西
仙
北
の
小
・
中
学

校
、神
岡
、南
外
の
小
学
校
。だ
い
せ

ん
日
和
１
月
号
で
募
集
し
た
各
統

合
学
校
の
校
名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
た
っ
た
一

つ
の
小
・
中
学
校
に
な
る
。地
域
の

名
前
を
残
し
た
い
」
と
の
理
由
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
地
域
名

を
付
け
た
校
名
に
決
ま
り
ま
し

た
。各
統
合
学
校
の
校
名
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
統
合
学
校
名（
現
学
校
名
）／

 

【
小
学
校
】

 

○
西
仙
北
小
学
校

 

　
（
刈
和
野
、土
川
、大
沢
郷
、双
葉
）

 

○
神
岡
小
学
校

 

　
（
神
宮
寺
、北
神
）

 

○
南
外
小
学
校

 

　
（
南
楢
岡
、南
外
西
）

 

【
中
学
校
】

 

○
西
仙
北
中
学
校

 

　
（
西
仙
北
東
、西
仙
北
西
）

西仙北、神岡、南外各地域の統合学校
新たな校名が決定 【問い合わせ】

 教育総務課 ☎ 0187-63-1111 内線 333

地域の誇り「八乙女山」を守ろう
森林ボランティア募集 【問い合わせ・申し込み】

 中仙支所農林建設課 ☎ 0187-56-2113

中
仙
地
域
の
桜
の
名
所

「
八
乙
女
山
」。「
八
乙
女

山
を
守
る
会
」で
は
、
桜
の
再
生

に
向
け
た
環
境
整
備
な
ど
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
作
業
内
容
／
つ
る
切
り
、
カ

ヤ
な
ど
の
下
払
い

◆
日
時
／
６
月
26
日（
日
）

 

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

 

（
午
前
８
時
30
分
受
け
付
け
開
始
）

※
小
雨
決
行

◆
集
合
場
所
／
八
乙
女
交
流
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
参
加
費
／
５
０
０
円
（
記
念

品・昼
食・傷
害
保
険
料
含
む
）

※
小
学
生
は
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
／
住
所
、
氏

名
、年
齢
、希
望
す
る
作
業
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限
／
６
月
20
日（
月
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
作
業
用
の

道
具（
剪
定
は
さ
み
、ナ
タ
、ノ
コ

ギ
リ
、刈
払
機
な
ど
）、水
分
補
給

用
の
飲
料
水
、着
替
え
下
着
、

雨
具
な
ど

◆
服
装
／
帽
子
、長
袖
上
着
、長

袖
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
く

つ
、手
袋
、タ
オ
ル
な
ど
、ヤ
ブ

の
中
で
作
業
が
で
き
る
も
の

を
着
用

八乙女山を守る会
　老木化やテングス病などにより、十分
な花を咲かせることができなくなった
八乙女山の桜に危機感を感じ、地域の住
民が立ち上げたボランティア団体。
　桜をよみがえらせようと環境整備な
どを行っているほか、自然観察会や桜の勉強会、植樹などに取り組ん
でいます。一昨年から行っている保全活動のおかげで、開花する桜が
年々増えています。ふるさとの山を守るため、今後も活動を続けます。

学校統合に向けての取り組み

❶各統合小・中学校の校章、校歌など
については公募の上、制定委員会で
制定します。募集の詳細については、
今後の広報でお知らせします。

❷各統合小・中学校の平成24年４月
の開校に向け、スクールバスの運行
等による遠距離通学児童生徒の通学
支援の準備を進めています。

❸閉校式・開校式については今後、
市、学校、PTA等が一体となって進
めていきます。

❹使わなくなる校舎や備品などの利
活用等についても検討していきます。

西仙北小（刈和野小）１
神岡小学校（神宮寺小）２
南外小学校（南楢岡小）３

４ 西仙北中学校（西仙北東中）

統合学校利用校舎

※統合学校名（現学校名）

八乙女山の桜　2011.5.5

八乙女山の桜　2011.5.5
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平
成
22
年
の
春
先
の
低
温
や

夏
の
猛
暑
で
農
業
収
入
が

減
少
し
た
農
業
者
の
支
援
策
と
し

て
創
設
さ
れ
た
、
秋
田
県
営
農
維

持
緊
急
支
援
資
金
融
通
措
置
制

度
。内
容
を
一
部
改
正
し
、22
年
12

月
末
か
ら
23
年
に
か
け
て
の
豪
雪

被
害
の
復
旧
に
必
要
な
資
金
調
達

も
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

豪
雪
で
被
害
を
受
け
た
農
業
生

産
施
設
な
ど
の
復
旧
に
必
要
な
資

金
を
限
度
額
と
し
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
金
融
機
関
か
ら
資
金
を

借
り
入
れ
た
場
合
、
利
子
分
を
県

と
市
、金
融
機
関
で
助
成
し
ま
す
。

【
低
温
お
よ
び
猛
暑
に
よ
る
被
害
】

 

対
象
／
平
成
22
年
産
の
農
作
物

販
売
額
が
21
年
に
比
較
し
て
減

少
し
た
農
業
者
、
農
業
生
産
法

人
、集
落
営
農
組
織
で
、米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
に
加
入

し
て
い
る
方

※
野
菜
な
ど
水
稲
以
外
の
作
物
の
減
収

分
も
貸
し
付
け
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

 

資
金
の
用
途
／
23
年
の
営
農
に

必
要
な
運
転
資
金（
既
往
借
入
金

の
借
り
換
え
は
含
み
ま
せ
ん
）

 

貸
付
限
度
額
／
21
年
に
比
較
し

た
22
年
販
売
額
の
減
少
額
か

ら
、
他
の
災
害
資
金
や
諸
対
策

金
額
を
差
し
引
い
た
金
額
以
内

【
豪
雪
に
よ
る
被
害
】

 

対
象
／
22
年
12
月
末
か
ら
23
年

に
か
け
て
の
豪
雪
で
農
業
生
産

施
設
や
樹
園
地
に
被
害
を
受
け

た
農
業
者
、農
業
法
人
、集
落
営

農
組
織

※
被
災
施
設
が
水
稲
関
連
施
設
の
場

合
、
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

に
加
入
し
て
い
る
方

 

資
金
の
用
途
／

 

被
害
を
受
け
た
農
業
生
産
関
連

施
設
等
の
新
設
・
補
修
、樹
園
地

の
復
旧・再
生

※
い
ず
れ
も
原
状
回
復
が
基
本

 

貸
付
限
度
額
／
豪
雪
に
よ
る
被

害
の
復
旧
に
か
か
る
経
費

※
施
設
の
被
害
に
伴
い
施
設
内
の
農
作

物
に
被
害
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
減

収
額
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
貸
付
利
率
／
無
利
子

 

金
融
期
間
で
定
め
る
基
準
金
利

（
２
・
85
㌫
）を
県
、
市
お
よ
び
金

融
機
関
で
助
成

 

農
業
者
負
担
利
率
の
０
・
５
㌫

相
当
分
を
市
で
助
成

◆
貸
付
実
行
期
間
／

11
月
30
日（
水
）ま
で

◆
償
還
期
限
／

 

５
年
以
内（
据
置
期
間
１
年
以
内
）

◆
借
入
申
込
先
／

 

市
内
の
金
融
機
関（
JA
秋
田
お
ば
こ
、

銀
行
、信
用
金
庫
）

豪雪被害の災害復旧も対象になりました
秋田県営農維持
緊急支援資金融通措置制度

【問い合わせ】
 各支所農林建設課
 農林振興課☎ 0187-63-1111 内線 245

大仙市農業委員会委員一般選挙
立候補予定者説明会 【問い合わせ】

 大仙市選挙管理委員会事務局 ☎ 0187-72-2167

７
月
20
日
の
大
仙
市
農
業
委

員
会
設
置
に
伴
い
７
月
31

日（
日
）に
執
行
さ
れ
る「
大
仙
市

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
」の

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
選
挙
は
、
旧
市
町
村
単
位

で
定
数
が
定
め
ら
れ
た
選
挙
区
に

よ
り
行
い
ま
す
。立
候
補
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方（
ま
た
は
代
理
の
方
）

は
、
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

※
説
明
会
で
立
候
補
届
出
書
類
を
配
付

し
ま
す
。

◆
説
明
会
日
時
／

 

６
月
28
日（
火
）午
前
10
時
〜

◆
会
場
／

 

神
岡
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
立
候
補
資
格
／

 

大
仙
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
選
挙
権
が
あ
り
、
７
月
31
日

現
在
で
20
歳
以
上
の
方

 

（
平
成
３
年
８
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

◆
選
挙
権
が
あ
る
方
／

 

平
成
23
年
３
月
31
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
で
、
申
請
に
基
づ
い

て
調
製
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
、
次
の
①
か
ら
③
す

べ
て
を
満
た
し
て
い
る
方

 

①
市
内
に
住
所
が
あ
る

 

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
が
あ

り
耕
作
し
て
い
る

 

③
②
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親

族
、ま
た
は
配
偶
者
で
、年
間
お

お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

し
て
い
る

※
た
だ
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
市
外
へ
転
出
し
た
り
、
農
業
経
営

主
と
同
居
し
な
く
な
っ
た
り
し
た
方

や
、
農
地
の
売
却
な
ど
で
離
農
さ
れ

た
方
は
選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

東部、西部農業委員会の
統合に伴い行われる大切
な選挙。
立候補を予定されている
方は、説明会に必ず出席
してください。

各選挙区農業委員定数
選挙区 定数

大曲選挙区 10人
神岡選挙区 ３人
西仙北選挙区 ５人
中仙選挙区 ７人
協和選挙区 ４人
南外選挙区 ３人
仙北選挙区 ４人
太田選挙区 ４人
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
http://www.city.daisen.
akita.jp/

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談
時間／午後１時～４時
会場／女性センター
※無料の託児サービスあり
申し込み・問い合わせは
女性センターまで
☎0187-62-1713

！

６月は市民税（普通徴収）
１期の納付月です。
忘れずに納期内の完納を
お願いします。

information

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

市
消
費
生
活
相
談
室

　

消
費
生
活
相
談
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
と
し
て
大
曲
庁
舎
２

階
に
新
設
し
た
消
費
生
活
相
談

室
。５
月
か
ら
消
費
生
活
相
談

員
２
人
を
配
置
し
、
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

悪
質
商
法
に
よ
る
契
約
ト
ラ

ブ
ル
や
商
品・サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

消
費
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
借

金
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

【
問
い
合
わ
せ
】

 
消
費
生
活
相
談
室

 
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

消費生活相談員が相談を受
け付け、問題解決のための助
言等を行います。

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
先
着
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
日
／

　

６
月
７
日（
火
）

※
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
の
申
し
込

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

神
岡
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

コース名 期日 テキスト代

インターネッ
ト＆Eメール
の使い方

①６月16日（木）・
23日（木）

②７月26日（火）・
29日（金）

1,785円

ワード
2007基礎

６月20日（月）・22日（水）・
24日（金）・27日（月）・
29日（水）、７月１日（金）

2,100円

エクセル
2007基礎

７月５日（火）・８日（金）・
12日（火）・15日（金）・
19日（火）22日（金）

2,100円

ゼ
ロ
予
算
事
業

出
前
講
座
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た

教
室
で
す
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
定
員
／
各
日
程
先
着
12
人

◆
受
講
料
／
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

◆
申
し
込
み
開
始
日
／

 

６
月
６
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課 

内
線
３
８
５

期日 会場 対象地域
６月27日（月）
・28日（火）

西仙北庁舎
３階会議室

協和、西仙北
地域の方

７月   ５日（火）
・６日（水）

太田文化プラザ
１階生活実習室 中仙、太田地域の方

７月13日（水）
・14日（木）

大曲中央公民館
１階大研修室 全地域の方８月11日（木）

・12日（金）
９月   ６日（火）
・７日（水）

有
効
期
限
満
了
の

水
道
メ
ー
タ
ー
器

交
換
に
協
力
く
だ
さ
い

　

上
水
道
地
域
内
で
今
年
度
有

効
期
間
が
満
了
に
な
る
水
道
メ

ー
タ
ー
を
対
象
に
交
換
作
業
を

行
い
ま
す
。交
換
は
市
か
ら
委

託
を
受
け
た
業
者
の
交
換
員
が

行
い
ま
す（
水
道
局
の
腕
章
と
身
分

証
明
書
を
胸
に
付
け
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、
不
在
の
場
合
で
も
交

換
が
可
能
な
場
合
は
実
施
し
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
地
域
／

 

大
曲
と
仙
北
地
域
の
一
部

◆
期
間
／
10
月
31
日（
月
）ま
で

◆
時
間
／

 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

【
問
い
合
わ
せ
】

 

上
水
道
課

 

内
線
１
２
３
、１
２
４

腕章を
付けた
交換員が
伺います

水道局マスコット
キャラクター
ぽたぽん

ク
マ
を
引
き
寄
せ
な
い

方
法
を
身
に
付
け
よ
う

　

山
菜
採
り
や
登
山
シ
ー
ズ
ン

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。山
や
野

外
で
の
活
動
時
に
ク
マ
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

【
ク
マ
被
害
の
防
止
方
法
】

○
山
で
は
必
ず
２
人
以
上
で
行

動
し
、
単
独
行
動
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

○
鈴
や
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
を
身

に
付
け
、
周
り
に
音
を
出
し

な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
小
グ
マ
の
近
く
に
は
必
ず
母

グ
マ
が
い
ま
す
。近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ク
マ
の
足
跡
や
フ
ン
な
ど
を

見
つ
け
た
場
合
は
、そ
の
先
に

進
ま
ず
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

○
も
し
ク
マ
に
遭
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、あ
わ
て
ず
に
ゆ
っ
く
り

後
ろ
に
下
が
り
、静
か
に
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
２
３

クマ出没に注意！！
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【
作
文
の
部
】水
道
に
関
す
る
も
の

 

対
象・字
数
／

 

○
小
学
１
年
〜
３
年
生・

 

８
０
０
字
以
上

 

○
小
学
４
年
〜
６
年
生・

 

１
２
０
０
字
以
上

　

○
中
学
生・１
６
０
０
字
以
上

【
習
字
の
部
】

 

対
象・題
材
／

 

○
小
学
１
年
〜
３
年・「
み
ず
」

 
○
小
学
４
年
〜
６
年・

「
水
道
週
間
」

蛇
口
か
ら 

あ
ふ
れ
る

ぼ
く
ら
の 

夢・未
来

全
国
水
道
週
間
作
品
募
集

【
図
画・ポ
ス
タ
ー
の
部
】

 

水
道
に
関
す
る
も
の

 

対
象
／
小・中
学
生

【
標
語
】
水
道
の
役
割
や
大
切
さ

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

 

対
象
／
制
限
な
し

◆
申
込
期
限
／
７
月
11
日（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
応
募
先
／

 

〒
１
０
２
―
０
０
７
４

 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南

４
―
８
―
９

 

水
道
会
館
内
日
本
水
道
新
聞
社

 

「
水
道
週
間
懸
賞
募
集
係
」

※
６
月
30
日（
木
）ま
で
に
作
品
を
上

水
道
課
へ
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
市
で
送
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

上
水
道
課 

内
線
１
２
１

発泡スチロール拠点回収
各地域の回収日程

貴重な資源をリサイクルしよう
発泡スチロール拠点回収

　発泡スチロールは汚れを落とし、ラベ
ル等をはがして出してください。
　指定された時間・場所に収集車が待機
していますので、指定された時間内に持
ち込んでください。
◆回収するもの／魚箱等の容器、電化製品

等のこん包に使用されているものなど
◆回収しないもの／食品用トレイ、事業

用・建築資材として使用されているも
の、汚れのひどいもの（リサイクルできな
いもの）など

【問い合わせ】
 環境交通安全課 内線275

※発泡スチロールの排出量が多い場合等、やむ
を得ない理由により、多少時間がずれ込む場合
があります。

期日 時間 会場 時間 会場
8:30～
9:15

中仙公民館
豊川分館

8:30～
9:15

中仙公民館
清水分館

9:30～
10:15

中仙公民館
豊岡分館

9:30～
10:15

仙北ふれあい
文化センター

10:25～
11:10 太田庁舎

10:30～
11:15 仙北庁舎

13:00～
14:00 中仙庁舎

13:00～
13:45 角間川公民館

15:00～
15:45 四ツ屋公民館

14:00～
14:45 藤木公民館

16:00～
16:45 花館公民館

15:00～
15:45

大川西根
公民館

― ― 16:00～
16:45 大曲庁舎

8:30～
9:15 内小友公民館

8:45～
9:15

峰吉川基幹             
集落センター

9:30～
10:15 南外庁舎

9:30～
10:15 協和庁舎

10:30～
11:15

南小学区コミュ
ニティセンター

10:30～
11:15

協和市民セン
ター（和ピア）

13:00～
13:45

西仙北
中央公民館

14:00～
14:30 淀川分館

14:00～
14:45

土川地区
公民館

14:45～
15:30

強首地区
公民館

15:00～
15:45

神岡中央公
民館（嶽雄館）

15:45～
16:30

大沢郷地区
公民館

16:00～
16:45 神岡庁舎 ― ―

６
／
18
土

６
／
19
日

貴重な資源を
大切に！！
拠点回収に
協力ください

大仙市ごみ減量
キャラクター
ごみナビくん

各地域の予選会日程
地域 日時 会場
南外 ６月   ４日（土）午後５時30分～ 南外体育館駐車場
大曲 ６月17日（金）午後６時30分～ 大曲交流センター
西仙北 ６月18日（土）午後５時30分～ 西仙北中央公民館
仙北 ６月20日（月）午後６時～ 仙北ふれあい文化センター
協和 ６月22日（水）午後６時～ 協和市民センター（和ピア）
中仙 ６月24日（金）午後６時30分～ 中仙農村環境改善センター
太田 ６月28日（火）午後６時～ 太田文化プラザ
神岡 ６月30日（木）午後６時～ 神岡農村環境改善センター

　

各
地
域
で
の
予
選
会
後
、７
月

19
日（
火
）に
開
催
さ
れ
る
大
仙

市
安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

大
会
で
決
勝
大
会
を
行
い
ま
す
。

◆
部
門
／
男
性
の
部
、女
性
の
部

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
締
切
／
予
選
会
の
前
日

※
南
外
地
域
は
当
日
受
け
付
け
可

◆
賞（
副
賞
）
／
各
部
門
１
人

 

○
優
勝（
第
85
回
全
国
花
火
競
技

大
会
桟
敷
席
Ａ
席
一
枡
）

 

○
準
優
勝（
大
仙
市
産
米
30
㌔
）

 

○
第
３
位（
大
仙
市
特
産
品
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

内
線
２
３
１

交通安全は家庭から
　
交
通
安
全
を
願
う
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

訂正とおわび
だいせん日和５月号お知らせ版６ページ「成人式実行委員募集」
の記事で、成人式の日程を８月 15 日（日）と記載しましたが、
正しくは８月 15 日（月）です。訂正しておわびします。

介
護
保
険
と
高
齢
者
の

保
健
福
祉
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

市
と
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
は
、
第
５
期
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
た
め
、
高
齢
者

の
福
祉
・
介
護
や
健
康
に
関
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た

方
は
、
調
査
の
目
的
を
ご
理
解

の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
票
送
付
対
象
／

 

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

の
う
ち
１
５
０
０
人

【
問
い
合
わ
せ
】

 

社
会
福
祉
課 

内
線
１
６
７

ご協力をお願いします

あ
な
た
の
作
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
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Concerts and events of Daisen Community halls.

公演の詳しい内容は、今後の広報等でお知らせします。

このほかにも多彩なイベントが開催されていますので、ぜひお越しください。

今年は何を
観に行こっか

♪

協和市民センター

協和船岡大袋１-７
☎018-892-3820
休館日／月曜（ホール棟のみ）

　　   　 　  午後１時開場（午後２時開演）※全席自由
○整理券配布日時／６月７日（火）午前９時～※被災地から
大仙市内へ避難されている方で整理券を希望する方は、６月６日（月）
まで連絡ください。

6月26日　  日

がんばろう東北
航空自衛隊北部航空音楽隊コンサート 入場無料

仙北ふれあい文化センター

堀見内元田茂木７-１
☎0187-69-3333
休館日／毎月１日
（１日が土・日、祝日の場合は翌月曜）

○チケット料金／【S席】前売り4,000円（当日4,500円）
【A席】前売り3,500円（当日4,000円）※全席指定
○チケット販売／中仙市民会館（ドンパル）、大曲市民会館、
協和市民センター（和ピア）、仙北ふれあい文化センター
ほか市内各プレイガイド

「母に捧げるバラード」「贈る言葉」などで知られる海援隊
の名曲と軽快なトークをお楽しみください。

海援隊トーク＆ライブ2011
40th Anniversary

7月16日　  
午後５時30分開場（６時開演）

土

チケット
残りわずか！

自衛隊音楽隊コンサートは、自衛隊が東日本大震災の災害
派遣活動を行っているため日程を調整中です。開催日時が
決まり次第お知らせします。

花と音楽による華麗なひ
とときをお楽しみください

日

喜多流 
幽玄の世界へ

定期能公演

○会場／まほろば唐松能楽殿
○チケット料金／【S席】前売り8,000円（当日8,500円）
    【A席】前売り7,000円（当日7,500円）
○チケット発売日／６月28日（火）

8月28日　  
正午開場（午後１時開演）

　　　　　午後１時30分（２時開演）
○チケット料金／【小学生以下】1,500円
 【大人】2,000円【親子】3,000円（全席指定）
○チケット発売日／９月13日（火）

サンリオファミリークラシック

「リボンの国の音楽会」

11月13日  日

Ⓒ '76,'93,'99,'11 SANRIO APPROVAL No.P030519-01

假屋崎省吾の豪華な花の世界とマルチな才能を
発揮する青島広志のコラボ。２人の連弾も披露。
○チケット料金／3,500円（全席指定）
○チケット発売日／７月26日（火）

9月25日　   午後２時開場（２時30分開演）  日

假屋崎省吾＆青島広志
花と音楽のファンタジー

華道家 音楽家

盛岡さんさ踊り

9月18日　  
盛岡さんさ踊り、北上鬼剣舞、八郎
潟願人踊り、中仙ドンパン踊りなど
を披露。県内外の貴重な民俗芸能を
ゆっくりとお楽しみください。
○チケット料金／1,000円（全席自由）
○チケット発売日／７月19日（火）

―史跡の里で夢の競演―

民俗芸能フェスティバル
日

八郎潟願人踊り

北上鬼剣舞

中仙ドンパン踊り
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大曲市民会館

大曲日の出町２-６- 50
☎0187-63-8766
休館日／月曜

中仙市民会館

北長野袴田95
☎0187-56-7200
休館日／月曜

　　   　     午後６時開場（６時30分開演）
○チケット料金／【指定席】3,500円
【自由席】2,000円（学生は1,000円）
○チケット発売日／９月６日（火）

12月3日土

ドンパルJAZZ 2011
北村栄治クインテット

○チケット料金／【S席】前売り4,000円（当日4,500円）
【A席】前売り3,500円（当日4,000円）※全席指定
○チケット販売／中仙市民会館（ドンパル）、大曲市民会館、
協和市民センター（和ピア）、仙北ふれあい文化センター
ほか市内各プレイガイド

「母に捧げるバラード」「贈る言葉」などで知られる海援隊
の名曲と軽快なトークをお楽しみください。

海援隊トーク＆ライブ2011
40th Anniversary

7月16日　  
午後５時30分開場（６時開演）

土

チケット
残りわずか！

日土平成24年1月28日　 ・29日　  　　　　　　　　　　　　　　　   （１日２本上映）
○チケット料金／【一日券】500円【２日券】800円

優秀映画鑑賞会

出演：波乃久里子、風間杜夫、司葉子、中山仁、安井昌二
9月1日　 午後５時30分開場（６時開演）
○チケット料金／【S席】5,000円【A席】4,500円
○チケット発売日／７月５日（火）

松竹新派特別公演

「女の一生」

弦楽四重奏団
シューマン・カルテット

日2月26日

木11月3日　 （祝日）
○チケット料金／

1,500円（全席自由）
○チケット発売日／

９月上旬

東北六県

民謡日本一唄くらべ

＆須川展也
東京佼成ウインドオーケストラ

○チケット料金／【S席】4,000円【A席】3,000円
【B席】2,000円 ※学生は各席半額
○チケット発売日／９月中旬

11月20日日

若き音楽家たちの登竜門
第24回大仙市
大曲新人音楽祭コンクール

【予選】１月14日（土）正午～
【本選】１月15日（日）午後０時30分～

入場無料

ピアノ・デュオ
「レ・フレール」コンサート（共催）

○チケット料金／5,000円（全席指定）
○チケット発売日／６月３日（金）

7月31日　  日

○チケット料金／
6,800円（全席指定）

○チケット発売日／
６月４日（土）

土9月3日 　
グランディーバ・バレエ団 Japan Tour 2011（共催）

平成24年1月14日　 ・15日　  土 日

自衛隊音楽隊コンサートは、自衛隊が東日本大震災の災害
派遣活動を行っているため日程を調整中です。開催日時が
決まり次第お知らせします。

木



お便りお待ちしています
「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさんの遠

慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちら

〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または E メール（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、E メールの場合は件
名に「お便り広場」と記入ください。

５月号・５月号お知らせ版へのお便り

内訳／　感想12　意見１
今回寄せられたのは　13通

岩
手
県
遠
野
市
に
設
け
た
「
だ

い
せ
ん
応
援
ハ
ウ
ス
」
を
拠

点
と
し
た
被
災
地
支
援
活
動
、
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
。息
の
長
い
活

動
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
連
動
し
た
も
の

か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
大
仙

市
を
震
源
と
す
る
地
震
も
早
く
収

ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
担
当
の
方
も
新
し
く
な
っ
た

よ
う
で
す
が
、
だ
い
せ
ん
日
和
の
内

容
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

す
る
よ
う
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域　
75
歳
男
性
）

健
康
の
達
人
を
毎
月
必
ず
読
ん

で
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
と
勉
強

に
な
り
ま
す
。

（
協
和
地
域　
69
歳
女
性
）

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
市
民

の
意
見
を
聞
く
と
い
う
こ
と
は
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。市

民
の
目
線
に
立
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

５
月
号
の
だ
い
せ
ん
日
和
は
、
私

の
心
を
明
る
く
、
そ
し
て
と
て
も
元

気
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
68
歳
女
性
）

毎
月
楽
し
く
、そ
し
て
賢
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
回
は
東
日
本
大
震
災
関

連
の
記
事
が
特
集
さ
れ
て
い
て
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
情
報
で
は
知
る
こ
と
の

で
き
な
い
細
か
な
内
容
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
仙
北
地
域　
70
歳
女
性
）

サ
ン・ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
協
和
周

辺
で
犬
の
散
歩
を
し
て
い
る

一
部
の
方
に
お
願
い
で
す
。袋
に
犬

の
フ
ン
を
入
れ
、
そ
れ
を
周
辺
に
捨

て
る
の
は
止
め
て
く
だ
さ
い
。

（
協
和
地
域　
66
歳
男
性
）

環
境
交
通
安
全
課
か
ら

　
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
飼
い
主

が
責
任
を
も
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

協
和
周
辺
の
対
策
と
し
て
、
現
地
確

認
を
行
い
、看
板
等
で
改
善
と
マ
ナ
ー

向
上
を
促
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

環
境
交
通
安
全
課

　
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

　
内
線
２
７
７

毎
日
、東
日
本
大
震
災
の
悲
惨
さ

を
見
聞
き
す
る
た
び
に
涙
が

乾
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
曲
の
花
火
を
開
催
す
る

と
の
こ
と
で
、
ホ
ッ
と
し
た
と
同
時

に
元
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼

と
、
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

被
災
地
の
方
々
へ
力
を
添
え
ら
れ
る

大
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
68
歳
男
性
）

東
日
本
大
震
災
の
特
集「
が
ん
ば

ろ
う
東
北
」を
読
み
、
胸
の
詰

ま
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。「
が
ん

ば
ろ
う
東
北
」
の
言
葉
は
訴
求
力
が

あ
り
、
私
も
心
か
ら
が
ん
ば
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

私
も
自
分
な
り
に
被
災
地
へ
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
で
き
る

自
分
の
立
場
を
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。（

大
曲
地
域　
52
歳
女
性
）

い
つ
も
だ
い
せ
ん
日
和
を
読
ん

で
い
ま
す
。各
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
地
域
に
密
着
し
た
情
報
な
ど
、

市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
満
載
な

の
で
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

広
報
で
知
っ
た
情
報
を
も
と
に
、

今
月
は
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
行
こ
う
か

な
ど
と
毎
月
楽
し
い
で
す
。

（
大
曲
地
域　
62
歳
男
性
）

表
紙
の
花
火
の
写
真
と
東
日
本

大
震
災
復
興
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

月
日
が
流
れ
る
に
つ
れ
、
３
月
11

日
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
い
つ
も
頭
の
中
に
置
き
、
お
祈
り

す
る
心
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
節
電
に
努
め
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
45
歳
女
性
）
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1

だ い せ ん広 報

午前９時～午後４時（
最終入場）

～/ 月 / 日

今回の特別公開は、平
日も含め１週間行い

ます。

【平日】個人の自由見
学で行います。

※希望者には庭園観
賞マップ（無料）を配

布

団体（おおむね10人以上
）で解説員によるガイ

ド見学を希

望する場合は、見学
２日前までに文化財

保護課へ電話

で申し込みください
。

【休日】希望する方に
は、解説員によるガ

イドを行いま

す。30人程度の小グル
ープに分かれ、洋館

と主庭園を

中心に見学します（申
し込み不要、20分間隔

で実施）。

なお、個人の自由見
学も可能ですが、混

雑状況により

解説員と一緒の見学
となる場合もありま

す。

※洋館見学は、１階の
一部分のみとさせて

いただきます。

 なお、荒天時は外観
見学のみとなる場合

があります。

※写真撮影は可能です
が、三脚の使用、商用目

的の撮影は禁止です。

※雨天の場合は、雨具
や長靴等を用意して

ください。

見学について
【問い合わせ】
 平日／文化財保護課 

 ☎ 0187-63-8972

 休日／仙北支所  ☎ 0
187-63-3003

公開整備協力金／１人
200円（中学生以下無料

）

駐車場／旧池田氏庭園
正面（30台）

    仙北南保育園（80台
）※休日のみ利用可

ACCESS  MAP

※公開期間中は、旧池
田氏庭園付近（国道や

要所）に案内看板を

設置します。

正
面
駐
車
場

南保育園

仙北庁舎至
秋
田
市

国
道

号

至
美
郷
町

ガスト
TSUTAYA

池田氏庭園

旧
池
田
氏
庭
園

東
北
三
大
地
主
と
称
さ
れ
た
池
田

家
。
池
田
氏
庭
園
は
平
成
16
年
、
庭

園
で
は
県
内
で
初
め
て
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
た
。

４
万
２
０
０
０
平
方
㍍
の
広
大
な
敷

地
に
、
池
泉
廻
遊
式
の
庭
園
や
県
内

で
初
め
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
建
物
と
し
て
大
正
11
年
に
完
成

し
た
洋
館
、
米
蔵
な
ど
の
建
築
物
が

残
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
庭
園
内
に
は
高
さ
４
㍍
、
笠

の
面
積
は
８
畳
間
に
匹
敵
す
る
、
日

本
最
大
級
の
雪
見
灯
籠
が
あ
る
。
３

本
足
で
あ
る
た
め
、
庭
園
を
巡
る
と

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
異
な
る
趣
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

※
特
別
公
開
時
以
外
は
非
公
開旧

池
田
氏
庭
園
内

旧池田氏庭園特別公
開

淡い緑の新緑、美しい
紫色のカキツバタ、そ

して池岸に建つ白亜の
洋館―

大正ロマンあふれる日
本庭園でその鮮やかな

コントラストを、ぜひ
堪能ください

初夏の風薫る新
緑眩き庭園へ

旧池田氏庭園特別公
開

お知らせ版 だいせん日和

vol.

（新作花火コレクシ
ョン2011「FINAL  HAN

ABI  灯せ希望の光！
つながれニッポン」

東日本大震災復興へ
のメッセージ）

私たちは　決して　
忘れない

　2011. ３.11　日本で
何が起きたかを

私たちは　見つめ　
受け止める

　被災地の惨状を　
自分のこととして

私たちは　支え合い
　助け合う

　同じ時代を生きる
　人間として

私たちは　一生懸命
　考える

　復興のために　い
ま何ができるかを

私たちは　ともに　
歩む

　光り輝く　明るい
未来に向かって

灯せ　希望の光！　
つながれ　ニッポン

！

2 0 1 1

5
vol.146

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      
り

おおきなせなかに 
̶ 夢を乗せ未来に羽ばた

く元気なまち
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だいせん
ニューストピックス

チームでひとつのことを成し遂
げるためには協力し合うことが
大切と話す福永さん（写真左）

大きなマブナとヘラブ
ナを一度に釣り上げた
髙橋優斗君

華麗な模範演技に
見入る児童たち

出演者全員による唄と手踊りで会場一体となった
フィナーレ（大曲市民会館）

こころのプロジェクト「夢の教室」

２011大仙市飯田沼釣り大会

トップアスリート派遣キャラバン隊

ふるさと民謡めぐり

　こころのプロジェクト「夢の教室」が、５月10日に神宮寺小学校（北
神小学校と合同）と南楢岡小学校（南外西小学校と合同）で、11日に四ツ屋小
学校と太田東小学校（太田北小学校と合同）で行われ、各学校の５年生129
人が参加しました 。夢をもつことの素晴らしさと目標に向かって努
力することの大切さを子どもたちに伝えようと財団法人日本サッ
カー協会（JFL）が行っているもので、元プロサッカー選手の福永泰さ
ん（10日）と水沼貴史（11日）さんを「夢先生」として講師に迎えました。
　チームで協力するゲームを体育館で楽しんだ後、教室で授業が行
われ、夢先生はこれまでの自身の歩みをたどりながら、挫折した時

の体験やそれを乗り越えた時の喜び、
努力の大切さについて語りました。
　児童は将来の目標やこれから頑張
りたいことをそれぞれ真剣な表情で
ノートに書き込んでいました。

　財団法人日本ボールルームダンス連盟が主催す
るボールルームダンス（社交ダンス）の体験学習「トッ
プアスリート派遣キャラバン隊」が５月７日、神岡
体育館で行われ、神宮寺小学校と北神小学校の児童
224人が参加しました。
　児童は大会で数々の優勝経験がある大村淳毅さ
んと和田恵さんペアによる模範演技を鑑賞し、講師
陣の指導のもと社交ダンスの基本のリズムやステ
ップを学びました。
　平成24年４月に学校統合する両校の閉校記念イ
ベントの一つとして行われた体験学習。来年度学び
やを同じくする両
校の児童はダンス
を楽しみながら交
流を深めました。

　2011大仙市飯田沼釣り大会が５月14
日、市つり公園で行われました。大会は市
内釣具店やへら鮒釣研究会、仙北漁業協
同組合から協賛をいただき市が行ってい
るもの。昨年までは「子どもつり大会」とし
て小学生から中学生までを対象としてい
ましたが、今年から一般の部を設けると
ともに名称を変更。27人の参加者は、早
朝から４時間にわたり釣果を競い合いま
した。入賞者は次のとおりです。〈敬称略〉
【小・中学生の部】▼優勝＝加藤雄平（刈
和野小６年）▼準優勝＝髙橋優斗（花館小
２年）▼大物賞＝加藤雄平（28.4㌢）▼珍魚
賞＝伊藤大我（ウグイ・大曲中１年）【一般
の部】▼優勝＝髙橋寛（大曲地域）▼準優

勝＝吉沢次郎（大曲地
域）▼第３位＝斎藤
修（仙北地域）▼大型
賞＝黒山誠（30.5㌢、
大曲地域）

　市内８カ所を巡る出前民謡「ふるさと民謡めぐ
り」の第１回目が５月14日に大曲市民会館で、第２
回目が18日に西仙北中央公民館で行われ、民謡フ
ァンや招待されたグループホーム入所者など両会
場合わせて約600人が訪れました。
　出前民謡は、地域に出向くことで身近に民謡を
楽しんでもらおうと市民謡愛好会（佐藤昌月代表）が
中心となり企画。ステージでは唄のほか、踊り愛好
会有志による手踊り、民謡日本一の佐藤祐幸さん
＝秋田市＝による特別ショーなどが披露され、観客
は馴染み深い民謡の名曲を楽しみました。
　ほか６地域での出前民謡は10月から11月にかけ
て行われる予定です。入場無料で楽しめる出前民
謡にぜひお越しください。

大きな夢を描き、それをつかむために

子どもから大人まで釣
ちょう

果
か

を競う

ボールルームダンスを体験

あなたの地域に唄や踊りを届けます



健
康
の
達
人

Letter from
 O

m
agari-Sem

boku M
edical A

ssociation
M

aster of H
E

A
LT

H
.

大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

大 曲 仙 北 医 師 会

16

医療法人慧眞会協和病院
善 本   正 樹  副院長
大仙市協和上淀川五百刈田277-1
☎ 018-892-2881

Medical Chart  no.48

平
成
23
年
3
月
11
日
午
後
2
時
46

分
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り

ま
し
た
。こ
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
岩

手
、宮
城
、福
島
を
中
心
と
し
た
東
北
地

方
に
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
震
災
に
遭
っ
た

と
き
に
、
人
に
は
ど
の
よ
う
な
心
身
の
反

応
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 
ま
た
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
と
し
て
、
大
切
な
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

地
震
は
、い
ま
だ
に
予
測
困
難
で
あ

り
、一
瞬
に
し
て
す
べ
て
を
失
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
、
地

震
は
最
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
自
然

災
害
で
す
。震
災
の
体
験
は
、
脳
の
中
に

つ
ら
い
記
憶
と
し
て
焼
き
付
き
ま
す
。

そ
し
て
、
思
い
出
す
た
び
に
そ
の
当
時

の
恐
怖
と
不
安
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

心
身
は
過か

覚か
く

醒せ
い

と
言
わ
れ
る
状
態
に

な
り
、不
安
で
落
ち
着
か
ず
、悪
夢
や
不

眠
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。身
体
的
に
は
、
血

圧
は
上
昇
し
て
、頭
痛
、め
ま
い
や
動ど

う

悸き

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、程
度
の
差
は
あ
れ
、す
べ

て
の
人
に
生
じ
る
反
応
で
す
。そ
し
て
、

多
く
の
場
合
に
は
、
数
日
で
自
然
に
回

復
し
ま
す
。し
か
し
、大
切
な
人
と
死
別

し
た
体
験
、
生
死
を
分
け
る
体
験
な
ど

被
災
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
回
復
が
遅

れ
て
、心
身
の
不
調
が
長
引
き
ま
す
。数

日
以
上
4
週
間
以
内
持
続
す
る
場
合
に

は
、急
性
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ａ
Ｓ
Ｄ
）と
診

断
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、4
週
間
以
上
持

続
す
る
場
合
に
は
、
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
と
診
断
さ
れ
ま

す
。こ
れ
ら
の
障
害
に
よ
っ
て
、う
つ
病

や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
な
ど
を
併
発
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

震
災
後
の
心
の
ケ
ア
に
お
い
て
大

切
な
こ
と
は
、〝
傾け

い

聴ち
ょ
うと

共
感
〞

の
態
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

被
災
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
、
被
災

者
の
苦
し
い
立
場
や
状
況
を
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

被
災
者
に
対
し
て
は
、
被
災
の
状
況

を
詳
し
く
聞
き
出
そ
う
と
し
た
り
、
話

す
よ
う
に
促
す
こ
と
は
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、「
命
が
あ
っ
て
ま
だ
ま
し
だ
」

「
も
っ
と
大
変
な
人
が
い
る
」「
頑
張
り

な
さ
い
」
な
ど
被
災
者
の
苦
し
い
立
場

を
理
解
し
て
い
な
い
言
葉
も
良
く
あ

り
ま
せ
ん
。周
囲
の
我
々
は
、被
災
者
の

個
々
の
立
場
や
状
況
を
理
解
す
る
こ
と

に
努
め
て
、「
辛
か
っ
た
で
す
ね
」「
苦

し
か
っ
た
で
す
ね
」「
無
理
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
ね
」
と
被
災
者
の
視
点
で

言
葉
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
は
、4
月
18
日
か
ら
2
日
間
、岩

手
県
釜
石
市
へ
医
療
支
援
に
行

き
ま
し
た
。被
災
者
は
、厳
し
い
現
実
と

避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
、
そ
の
辛
さ

や
頑
張
り
は
限
界
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
は
、
被
災
者
の
言
葉
に
耳
を
傾
け

て
、
共
感
の
言
葉
を
必
死
で
探
し
ま
し

た
が
、
逆
に「
秋
田
か
ら
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
の
言
葉
を
何
度
も
頂
い
た
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
切
に
願

い
ま
す
。

Talk about  Psychological  Care  
After the Earthquake

震災後の心のケアについて
〜傾聴と共感〜



Health Communications 

中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから

DAISEN City Public Relations 2011.617

期日 会場

中
仙
地
域

１日（水） 豊川分館２日（木）
３日（金）

サンビレッジ (豊岡分館）６日（月）
７日（火）

協
和
地
域

７日（火） 峰吉川基幹集落センター
８日（水） 半仙自治会館
９日（木） 水沢会館
10日（金） 宇津野芋台自治会館
13日（月） 淀川分館
14日（火） 小種世代交流福祉館
15日（水） 協和市民センター（和ピア）
16日（木） 協和保健センター17日（金）

仙
北
地
域

８日（水）

仙北就業改善センター９日（木）
10日（金）
13日（月）
14日（火）

仙北保健センター

15日（水）
16日（木）
17日（金）
20日（月）
21日（火）

西
仙
北
地
域

22日（水）
農村環境改善センター23日（木）

24日（金）
27日（月） 林業者等健康増進施設28日（火）
29日（水） 強首地区多目的研修施設30日（木）

接種実施医療機関 電話番号
荒川医院 0187-86-5080
池田医院 0187-63-3338
伊藤内科医院 0187-65-3200
仙北組合総合病院 0187-63-2111
小山田医院 0187-63-1133
木村内科医院 0187-63-2070
佐々木内科医院 0187-63-1410
白鳥耳鼻咽喉科医院 0187-66-3387
高階医院 0187-66-1411
たかはし内科

循環器科医院 0187-63-5115
花園病院 0187-63-3100
中島内科医院 0187-63-2211
仲村内科胃腸科医院 0187-63-2225

接種実施医療機関 電話番号
吉方内科医院 0187-86-0800
吉村クリニック 0187-86-0566
神岡診療所 0187-72-3001
生和堂医院 0187-87-3070
藤本医院 0187-75-2221
石井内科胃腸科医院 0187-56-7300
滑川医院 0187-56-3121
佐藤内科クリニック 018-895-2730
豊島医院 018-892-2211
協和病院 018-892-2881
伊藤医院（南外） 0187-74-2211
後藤内科医院 0187-62-1113
柳田医院 0187-69-2101
太田国保診療所 0187-88-2233

予防接種を勧めています
日本脳炎予防接種

◆定期対象年齢／※（ ）内は接種回数
【１期初回（２回）】・【１期追加（１回）】
生後６カ月から７歳６カ月未満
【２期（１回）】９歳以上13歳未満
◆標準的な接種年齢／
【１期初回】３歳
（６日から28日の間隔をおいて２回）
【１期追加】４歳
（１期初回を接種したおよそ１年後）
【２期】９歳
◆申込方法／市内の接種実施医療
機関に予約してください。予診票
がない場合は、母子手帳を持って
最寄りの健康増進センターへお越
しください。

忘れずに受診しましょう
６月の健診（検診）日程

　
　健診（検診）を申し込んだ方には
日程と会場が書かれた健診（検診）
通知書を送付します。
　指定された日に受診できない場
合や住んでいる地域以外での受診
を希望する場合、事前に申し込み
をしていない場合でも受診できま
すので、各健康増進センターに連
絡ください。
◆健診（検診）内容・受付時間／
※（ ）内は中仙地域の受付時間
【特定健診ほか各種健診（検診）】
① 午後１時〜２時

（午後１時15分〜２時15分）
② 午後３時〜４時

（午後２時45分〜３時45分）
【大腸がん検診】
① 午後１時〜２時

（午後０時45分〜２時15分）
② 午後３時〜４時

（午後２時15分〜３時45分）
※６月の各種健診（検診）には乳がん検
診、子宮頸がん・卵巣腫瘍検診、胃がん検
診、骨粗しょう症検診は含まれません

食を通じ地域で活躍
食生活改善推進員養成講座

　
　健康づくりのため、食を通じた
ボランティア活動を行う食生活改
善推進員を養成する講座です。栄
養や健康についての講義を受講
し、楽しく調理実習を行います。
　終了後には「大仙市食生活改善推
進協議会」に入会し、大勢の会員とと
もに地域で活動していただきます。
◆対象／市内に住所がある女性の
方で、全４回の講習すべてに参加
できる方
◆期日・会場／
６月24日（金）、７月14日（木）
・大曲保健センター
７月１日（金）、７日（木）
・仙北保健センター
◆定員／25人
◆申込方法／各健康増進センター
に電話で申し込み
◆申込期限／６月14日（火）

未接種分がある方へのお知らせ
　平成７年度から18年度までに生
まれた方（今年度５～16歳になる方）は
定期対象年齢でなくても接種できる
ようになりました。母子手帳を確認

の上、未接種分を受けてください。
　特に、今年度９歳、10歳になる児
童（小学３・４年）は１期分を接種して
いない場合が多いので、今年度中に
１期の未接種分を受けてください。

減塩や野菜摂取など
、食生活

の改善に関心のある
方は

ぜひ申し込みくださ
い
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図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200

■各図書館イベント／
【おはなし会】
大曲 ６月８日・15日・22日・29日（水）午後３時15分～４時
仙北 ６月11日（土）午前10時 30分～
協和 ６月 18日（土）午前10時～
神岡 ６月18日（土）午前11時～
西仙北 ６月25日（土）午前10時～ 11時
【どんぐり文庫　おはなし会】
太田（敬愛館）　６月25日（土）午前９時30分～ 11時
■各図書館休館日／【６月】▼１日＝大曲、神岡、西仙北、南外、太田▼６日
＝中仙、仙北▼27日＝協和【７月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼４日
＝中仙、仙北▼６日＝西仙北▼27日＝協和

大曲図書館のおすすめ

6月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

市長交際費 （４月１日～ 30 日）
摘 要 件 数 金   額
弔 慰 2 20,000 円
慶 祝 16 97,000 円
協 賛 1 31,500 円
合 計 19 148,500 円

　 被災地へ向けて出発する市民ボランティアを見 
  送る栗林市長
　 被災地でのボランティア活動を終え帰って来た 
  市民（写真右）と現地での活動内容などについて 
  話す栗林市長

2

1

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館まで連絡ください。

報道写真全記録
2011.3.11–4.11 東日本大震災
朝日新聞社・朝日新聞出版／著

（朝日新聞出版）

（大曲図書館所蔵あり）

 １日・水 市長面会日（大曲地域）
  インターハイ実行委員会
 ３日・金 定例記者会見
 ４日・土 清水診療所閉所式
 ５日・日 第７回大仙市市制施行記念駅伝

競走大会
  第 23 回秋田おばこ節全国大会
 ６日・月 第２回市議会定例会（第１日）
 ７日・火 全国市長会（東京都・～８日）
 10 日・金 大仙市東部・西部農業委員会

統合記念式典
 14 日・火 第２回市議会定例会（第２日）
 16 日・木 第２回市議会定例会（第３日）
 23 日・木 第２回市議会定例会（第４日）
 24 日・金 市長面会日（神岡地域）
 27 日・月 大曲仙北広域市町村圏組合臨時会
 28 日・火 秋田自動車道４車線化促進期成

同盟会（横手市）
  成瀬ダム建設促進期成同盟会（同）
 30 日・木 市長面会日（西仙北地域）

　東日本大震災発生から１カ月間、報道カメラマンがとらえた惨禍
の記録です。文字による災害状況の詳細、政府対応や社会情勢のドキ
ュメンタリーは、地震発生から分刻みでの掲載がされています。写真
重視でありながらもデータを網羅しており、記録保存の要素が高い
内容です。
　地震、原子力、防災などを取り上げた出版物が、このごろ多く見ら
れるようになりました。理解を深め、復興の力となるよう、図書館は
みなさんに情報の支援をしていきたいと思います。

6
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

小
説
・
一
般
向
け
図
書

○
紫
式
部
の
欲
望
／
酒
井
順
子

○
ば
ら
ば
ら
死
体
の
夜
／
桜
庭
一
樹

○
偉
大
な
る
、
し
ゅ
ら
ら
ぼ
ん
／
万
城
目
学

○
追
憶
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
／
島
田
荘
司

○
さ
ら
ば
銀
行
の
光
／
江
上
剛

○
ナ
ニ
ワ
・
モ
ン
ス
タ
ー
／
海
堂
尊

○
先
生
の
隠
し
ご
と
／
仁
木
英
之

○
死
な
な
い
病
気
／
渡
辺
淳
一

○
隣
室
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
／
藤
堂
志
津
子

○
ロ
マ
ン
ス
／
柳
広
司

○
や
ん
ち
ゃ
な
時
代
／
林
真
理
子

○
サ
ラ
ン
ヘ
ヨ
北
の
祖
国
よ
／
森
村
誠
一

○
ふ
か
い
こ
と
を
お
も
し
ろ
く
／
井
上
ひ
さ
し

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
と
く
べ
つ
な
お
気
に
入
り
／
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

○
ぴ
あ
の
う
さ
ぎ
／
あ
き
や
ま
た
だ
し

○
お
じ
い
ち
ゃ
ん
ち
の
た
う
え
／
さ
こ
も
も
み

○
ふ
う
と
は
な
と
た
ん
ぽ
ぽ
／
い
わ
む
ら
か
ず
お

○
怪
盗
ブ
ラ
ッ
ク
の
宝
物
／
那
須
正
幹

○
よ
る
の
ふ
ね
／
黒
井
健

○
み
ん
な
で
あ
な
た
を
ま
っ
て
い
た
／
ア
ン
ナ
・
カ
リ
ー

2

1



中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030
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各地域包括支援センターを利用ください

老
化
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
発
見
す
る
た
め
に

生
活
機
能
評
価
を
受
け
ま
し
ょ
う

生
活
機
能
評
価
と
は
？

　

最
近
、「
足
腰
が
衰
え
た
」「
食
事
の

時
に
よ
く
噛
め
な
く
な
っ
た
」「
な
ん

だ
か
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
と
感

じ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
老
化
の
サ
イ
ン
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
な
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
た
め
、
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方
を
対
象
に
生
活
機
能

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
配
布
し
た
受
診
票
の
解

答
と
、
各
種
健
診
（
検
診
）
会
場
で
の
測

定
・
診
察
結
果
を
確
認
し
、生
活
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
力
を
判
定
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
を
活
用
く
だ
さ
い

　

生
活
機
能
評
価
の
結
果
を
基
に
、
介

護
予
防
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

個
別
に
通
知
を
送
り
、
市
が
行
う
各
種

介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
の
ほ
か
、
地
域
の
公

民
館
や
集
会
所
で
介
護
予
防
を
テ
ー
マ

に
し
た
教
室
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。詳
細
は
今
後
の
広
報
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
事

業
を
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。　

低所得の方は介護施設・介護サービス利用時の負担が軽減されます
介護保険負担限度額認定について

介護保険事務所からの
お知らせ

　低所得の方が特別養護老人ホー
ムや介護老人保健施設に入所する
際、または短期入所生活介護、短期
入所療養介護を利用する際に、食
事代と部屋代（居住費・滞在費）の負
担を軽減するための制度です。
　一定限度額（負担限度額）までは自
己負担ですが、負担限度額を超え
た分は介護保険から給付されます。
■申請対象／右上表「軽減後の自己
負担額」の第１から第３までの各利
用者負担段階に該当する方
■申請方法／各申請先の窓口に用
意してある申請書に必要事項を記
入の上、提出

【問い合わせ・申請先】
 介護保険事務所保険指導班
 ☎0187-86-3911
 社会福祉課高齢者支援班
 ☎0187-63-1111内線167
 各支所市民サービス課

※（ ）内の金額は、介護老人保健施設
・短期入所療養介護を利用した場合軽減後の自己負担額（一日あたり）

利用者
負担段階 所得などの状況 食事代

部屋代 (居住費・滞在費 )
ユニット型

個室
従来型
　個室 多床室

第1段階 生活保護を受けている方 300円 820円 320円
（490円） 0円

第2段階 住民税非課税世帯
で、合計所得金額
と課税年金収入額
の合計が

年額80万円
以下の方 390円 820円 420円

（490円） 320円

第 3段階 年額80万円
を超える方 650円 1,640円 820円

（1,310円） 320円

■介護保険給付（部屋代）の例／
【第２段階でユニット型個室を利用】
① 部屋代の全額＝1,970円
② 負担限度額＝820円
①−②＝1,150円が介護保険から給
付されます。

自宅で受診票に記入
　65歳以上で介護認定を受けていない方
には青色の生活機能評価受診票が届きま
す。簡単な25の質問に答えてください。

 記入した受診票を持って会場へ
　生活機能評価は、各種健診（検診）会場
で同時に行います。忘れずに受診票を持
って行きましょう。

測定と診察でチェック
　会場では、身体測定や血圧測定などと
合わせて、医師が問診や聴診を行いま
す。診察の結果、必要な方には各種血液
検査も受けていただきます。

総合的に生活機能を評価
　受診票の記入内容と測定・診察結果に基
づき、総合的に生活機能が評価されます。

※各種健診（検診）会場に行くことができない
方は、記入した受診票を各地域包括支援センタ
ーに提出してください。

生活機能評価の流れ

3.

4.

1.

2.
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障がい福祉サービス事業所
テンダーランドリーのお知らせ

　７月に開所予定の同事業所では、

利用に関する相談を随時受け付け

ています。お気軽に相談ください。

◆事業内容／一般企業で働くこと

が困難な方を対象に就労機会を提

供（就労継続支援Ｂ型）

◆住所／神宮寺屋敷南37-1（嶽見橋
近く）

【問い合わせ】

 テンダーランドリー ☎0187-88-8721

　アナログ放送は、７月24日（日）にすべての放送が終了します。それまでの間
に、①「地デジ対応のテレビに買い替える」か、②「地デジチューナーを新たに
用意する（新しいUHFアンテナが必要な場合あり）」など地デジを見るための準備を
する必要があります。

　「地デジ」に関することは、総務

省秋田県テレビ受信者支援センタ

ー（デジサポ秋田）が相談に応じます。

　「地デジ」の準備で「何をすれば

いいのかわからない」という方や、

「テレビを買ったのにデジタル放

送を受信できない」など、困ってい

る方はお気軽に相談ください。

◆期間／６月15日（水）から
８月26日（金）まで（土・日、祝日を除く）
◆時間／午前９時30分～

午後４時30分
◆会場／神岡庁舎１階ロビー

【問い合わせ】

 秋田県テレビ受信者支援センター

 （デジサポ秋田） ☎018-803-1100

６月20日利用開始
大仙市民プール

◆利用期間／６月20日（月）から
９月10日（土）まで

◆利用時間／午前10時～正午、
午後１時～３時、午後４時～６時

◆場所／大曲川原町

◆料金／

【市内の方】小・中学生無料、

一般（高校生以上）100円
【市外の方】小・中学生100円、
一般（高校生以上）210円
◆休業日／８月13日（土）・27日（土）
【問い合わせ】

 大曲スポーツクラブ

 （大曲体育館事務室内）

 ☎0187-63-1122

教科書の見本が閲覧できます
教科書展示会

　平成24年度に全国の小・中学校、
高校で使用する教科書を展示しま

す。ぜひ手に取ってご覧ください。

◆期間／６月17日（金）から30日
（木）まで（全日閲覧可）

◆時間／午前９時～午後６時（最終

日は午後４時30分で終了）

◆会場／大曲図書館市民サロン

【問い合わせ】

 南教育事務所仙北出張所

 ☎0187-63-3477

産地情報の伝達が始まります
米トレーサビリティ法

　７月から米トレーサビリティ法

に基づく「産地情報の伝達」が開始

されます。これまで産地情報の表

示が義務付けられていなかった米

や米加工品についても、原料米穀

の産地情報が消費者に伝えられま

す。産地情報は、対象品目を購入す

る際や飲食店で食事（米飯類）をす

る際などに確認できます。

※詳しくは農林水産省ホームページ

（http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/

kome_toresa/）をご覧ください。

◆対象品目／米と米加工品（米粉、

米飯類、もち、だんご、米菓、清酒、単式蒸

留焼酎、みりんなど）

【問い合わせ】

 秋田農政事務所地域第四課

 ☎0187-63-3220

みんなで遊びにおいで
はなだて広場

　地域のみなさんとふれあいなが

ら、子育てを楽しみましょう。

◆対象／花館地区にお住まいの就

園前の乳幼児とその家族

◆日時／６月10日（金）
午前10時～11時30分

◆会場／花館公民館

◆申込期限／６月９日（木）

【問い合わせ・申し込み】

 主任児童委員 佐藤久美子さん

 ☎0187-63-2013

歌と踊りを楽しみませんか
第44回助けあい演芸会

　大曲婦人会による歌と踊りのイ

ベントです。ぜひお越しください。

◆日時／６月12日（日）午前10時～
◆会場／大曲市民会館・大ホール

◆入場料／1,000円
【問い合わせ】

 女性センター ☎0187-62-1713

春のばら祭りのご案内
大曲ばら会

　期間中、ばらコンテスト出品作

品やフラワーアレンジメントの展

示会、大仙市混声合唱団の音楽会

などを行います。ぜひお立ち寄りく

ださい。

◆期間／６月11日（土）から
13日（月）まで

◆時間／午前９時～午後４時（最終

日は正午で終了）

◆会場／こもれびの杜

【問い合わせ】

 大曲ばら会 鈴木さん

 ☎0187-63-7320

地デジ化、お済みですか？

「地デジ」臨時相談コーナー開設 地デジ
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フラワーアレンジメントを学ぶ
市民フラワーデザイン講座

◆日時／６月８日・22日午後５時
～７時※毎月第２・第４水曜日

◆会場／はぴねす大仙

◆受講料／無料（別途、材料費1,500円
程度）

【問い合わせ・申し込み】

 ＮＰＯ法人フラワーデザイン普及協会

 栗林さん ☎090-2270-6644

「ユニカール」に挑戦しよう
ニュースポーツ体験会

　冬以外にも楽しめる、カーリング

によく似た競技です。申し込み不要

です。直接会場にお越しください。

◆日時／６月12日（日）
午前10時～正午

◆会場／南外コミュニティセンター

◆参加費／無料

	【問い合わせ】

 南外公民館 ☎0187-74-2130

大曲中学校欅
けやき

学年（昭和60年卒業）
造形部有志による絵画展

◆期間／６月７日（火）から

26日（日）まで
◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／産業展示館（月曜休み）

【問い合わせ】

 女性センター ☎0187-62-1713

地域の現状と将来を考える
「広域若者会議」参加者募集　

　地域の課題を解決するため、わ

たしたち若者ができることを考え

ます。今年度は、県南地区で４回の

会議を行う予定です。詳細は問い

合わせください。

◆対象／15歳からおおむね34歳まで
の方で県南地区にゆかりがある方

◆募集期間／６月10日（金）から
７月８日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

 秋田県南NPOセンター

 ☎0182-38-8247

正しい応急手当を学ぶ
救急員養成講習会

　大切な命を守るために応急手当

の方法を身につけませんか。

◆対象／15歳以上で全３回の講習
に参加できる方

◆日時／６月11日（土）午後１時～
５時、12日（日）・18日（土）午前９
時～午後５時

◆会場／大曲交流センター

◆定員／30人
◆受講料／3,000円（教材費）
◆申込期限／６月９日（木）

◆内容／心肺蘇生法やAEDの使用

方法等の一次救命措置、けがや傷、

骨折の手当て、搬送や救護など

【問い合わせ・申し込み】

 日本赤十字社秋田県支部

 ☎018-864-2731

県営船場町住宅
入居者募集のお知らせ

　申込者が募集戸数を超えた場合

は公開抽選になります。また、申し

込みには世帯の収入基準等の条件

があります。詳細は問い合わせく

ださい。

◆募集住宅／

【大曲地域】県営船場町住宅３Ｄ

Ｋ・１戸（Ｈ６建設）※単身入居不可

家賃＝23,100～34,400円
◆申込期間／６月１日（水）から

15日（水）まで
◆入居可能日／７月１日（金）以降

【問い合わせ】

 平鹿地域振興局建築課

 ☎0182-32-6206

申し込みは不要です
健康づくり気功教室

　ゆったりとしたやさしい運動で

身も心もリラックスしませんか。

◆対象／おおむね19歳以上の方
◆日時／毎週水曜日の午前10時～
正午

◆会場／中仙市民会館（ドンパル）

◆受講料／月3,000円（４回分）
【問い合わせ】

 荒木田さん ☎080-1829-0129

大仙市仙北華道連盟
第26回生け花展開催のお知らせ

◆期日／６月11日（土）、12日（日）
◆時間／午前９時30分～午後４時
◆会場／仙北まがり家（柵の湯隣り）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 大仙市仙北華道連盟 藤谷さん

 ☎0187-69-3278

親子で馬に接してみませんか
親子乗馬教室

　馬とふれあいながら乗馬を楽し

みます。詳細は問い合わせください。

◆対象／小学４年から高校３年ま

での方とその保護者

◆日時／６月19日（日）午後２時～
◆参加費／親子一組で3,500円
【問い合わせ・申し込み】

 乗馬クラブエクセラ

 ☎0187-68-3010

　自然界の神秘を絵を通して語りか

ける大仙市在住の画家、小山内愛美

さんの個展にぜひお越しください。

◆期間／６月15日（水）から
19日（日）まで

◆時間／午前11時～午後８時
※最終日は午後５時で終了

◆会場／ココラボラトリー

（秋田市大町3丁目1-12 川反中央ビル１階）

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 ココラボラトリー ☎018-866-1559

小山内愛美
日本画展　

「自然との対峙」
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6月1日 水 ～20日 月
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

金10

平成 23 年第２回大仙市議会定例会（３日目）
■午前 10 時〜■議場（大曲庁舎）木16

13 月
平成 23 年第２回大仙市議会定例会（２日目）
■午前 10 時〜■議場（大曲庁舎）火14
神岡地域行政相談■午前 10 時〜■神岡福祉センター水15

17 金

月20
森林ボランティア申込期限　▶ P. ８
協和地域行政相談■午前９時〜■峰吉川分館
太田地域行政相談■午前９時〜■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前 10 時〜■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前 10 時〜■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時〜■協和市民センター（和ピア）

6 月
平成 23 年第２回大仙市議会定例会（１日目）
■午前 10 時〜■議場（大曲庁舎）
ゼロ予算事業出前講座パソコン教室申込開始　▶ P.10

19 日

発泡スチロール拠点回収日　▶ P.11
呈茶会（裏千家流・小松宗径社中）
■午前 10 時〜■産業展示館（300 円）
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  岩田歯科医院（大曲）☎ 0187-62-8264
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

火7 神岡総合情報センターパソコン教室申込開始　▶ P.10

8 水

土11

9 木

2 木

第 23回秋田おばこ節全国大会
■午前９時〜午後５時■大曲市民会館・大ホール
■入場料 1,000 円
大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時 30 分〜、午後１時〜
■【家庭系ごみ】65 円／ 10㎏【事業系ごみ】110 円／㎏
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  タケダ歯科クリニック（大曲）☎ 0187-62-6480
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日5

日12
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  船木歯科医院（神岡）☎ 0187-72-3222
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

楢岡さなぶり酒花火■午後４時〜■南外ふれあいパーク土4

西仙北地域行政相談■午前 10 時〜■高齢者ふれあいセンター
発泡スチロール拠点回収日　▶ P.1118 土

16／ 水
大曲地域市長面会日（要申し込み）
■午前 10 時〜正午■大曲庁舎
人権・行政に関する悩み相談
■午前 10 時〜午後３時■各地域の会場

金3 大仙市議会基本条例（素案）公表・意見募集期限日

INFO.EV   NTSE

月の子育てイベント情報6

【問い合わせ】各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲

９日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう ７日

（火）
16日（木）
10:00～

大曲交流
センター

おかあさんと
リズムあそび

14日
（火）

23日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう 21日

（火）

神岡 14日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

園庭探検
おもしろい！

10日
（金）

西仙北

９日（木）
10:00～ みつば

保育園

親子で遊ぼう なし

23日（木）
10:00～ 作って遊ぼう なし

中仙 21日（火）
9:30～

なかせん
ワイワイらんど

保健師・栄養士
による講話会 なし

協和 ８日（水）
10:00～ 協和保育園 作ってあそぼう

（びりびり）
７日
（火）

南外

３日（金）
9:30～

南外保育園
虫歯予防 ２日

（木）
24日（金）
9:30～ みんなであそぼ 23日

（木）

仙北

８日（水）
9:30～

仙北南
保育園

栄養士講座 ３日
（金）

15日（水）
9:30～

作って遊ぼう！
あじさい作り

10日
（金）

22日（水）
9:30～

払田柵跡を
探索しよう！

17日
（金）

29日（水）
9:30～

七夕飾りを作ろう！
身体計測

24日
（金）

太田 16日（木）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

６月のまるこのひろば

※体操教室…毎週月曜日（祝日除く）
①午前10時～②午後１時30分～
「みんなで歌おう」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
４日（土）
10:30～

「楽しく歯みがきしよう！」
（むし歯はごめん） 【随時】

高齢者の生活相談16日（木）
10:30～

「一緒に遊ぼう！」
（親子で交流を）

18日（土）
13:30～

「歌と財産分与、遺書、後見人制度等弁護士先生の話」
（歌ってスッキリ、分かってスッキリ）

26日（日）
13:30～

「踊りとフィンガータップを楽しもう！」
（みんなで　リズムに乗って　いい汗を）

27日（月）
10:30～

誕生会
（６月生まれの子）

【随時】
高齢者の生活相談

　大花都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と
高齢者生活相談所で各種イベントを行います。

【問い合わせ】まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544
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人　口 90,237人     （- 169）

　男 42,474人     （- 129）

　女 47,763人 （- 40）

世帯数 30,883世帯    （＋ 11）

出　生   45 人
死　亡   109 人
転　入   257 人
転　出   362 人

4/30現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳
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５
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選
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（
け
）

市内８地域それぞれの特
色を生かしたウオーキン
グコースを紹介する大仙市
ウオーキングマップ。
市内体育施設に用意してい
ます。

　大仙市ウオーキングマップにある８地域のコース
を歩くスタンプラリー大会を開催。コースを１つ歩く
とスタンプが１つもらえます。
　スタンプラリーカードは各ウオーキング大会で配
布するほか、各地域の公民館にも用意しています。
　各ウオーキング大会に参加してスタンプを押して
もらうか、都合の良い時に各コースを歩いて、帰りに
地域の公民館でスタンプを押してもらいましょう。
　すべてのスタンプを集めた方には、制覇を称えるコ
ンプリート証明書を発行します。
※大曲地域は、大曲体育館でカードを配布し、 スタンプを押印
します。

【問い合わせ】
	 スポーツ振興課 ☎0187-63-1111 内線344

今後開催予定のウオーキング大会
【９月４日（日）】南外ウオーキング大会（南外地域）
【10月10日（月）※体育の日】
ふれあいウオーキング「史跡の里めぐり」（仙北地域）
【10月中旬】中仙ファミリー健康ウオーキング大会（中仙地域）

みんなで楽しく歩こう
大曲なかよしウオーキング

■日時／６月19日（日）午前８時〜（受け付け午前７時30分）
■コース／①３㎞ ②５㎞ ③10㎞

（雄物川河川緑地運動公園〜姫神橋〜姫神公園周辺※折り返し）
■集合場所／雄物川河川緑地運動公園（金谷橋下）
■参加費／無料
■申込方法／氏名、年齢、住所、希望するコースを電話
かファクスで申し込み
■申込期限／

６月15日（水）
【問い合わせ・申し込み】
 大曲体育館
 　☎・℻ 0187-63-1122

新緑の太田を満喫
てくてくウオーキング in おおた

■日時／６月11日（土）午前９時〜（午前８時50分集合）
■コース／①５㎞ ②10㎞

（奥羽山荘〜大台スキー場〜真木関

根公園 ※折り返し）　
■集合場所／奥羽山荘正面広場
■参加費／300円
【問い合わせ・申し込み】
 太田公民館  ☎0187-88-1119

マイペースに楽しもう
西仙北ぬく森グリーンウオーキング

■日時／６月４日（土）午前９時25分〜（受け付け午前９時）
■コース／６㎞（西仙北スポーツセンター〜大佐沢公園〜浮島
神社〜西仙北スポーツセンター）
■集合場所／
西仙北スポーツセンター
■参加費／無料
【問い合わせ・申し込み】
 西仙北中央公民館
 ☎0187-75-1115

ス
タ
ン
プ
集
め
て〝
だ
い
せ
ん
〟一
周
！

全てのコースを
制覇してみませんか？

大仙ウオーキング
スタンプラリー大会開催 


